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世界の数・日本の数
内林政夫著（武田科学振興財団理事長）

　日本人は数字に強いといわれる。本当だろ

うか？ フランス語やヒンディー語の数の数え

方の難しさは経験済みの方も多いだろう。　 

　本書は諸民族が創って来た数の文化史を、

生活の中の具体的な話題を例にしながらその

根元まで遡る。優雅な日本語の数詞、百まで

異なった表現で数えるヒンディー語、二十進

法、六十進法、暦の変遷など世界の諸民族の

数とかぞえかたの秘密を探る、話題満載の数

の知識集。
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